





講 演 要 旨
生物 環境 と しての海 氷 と海氷下の海
1南 極大陸周辺海域 の地形環境 吉 田 栄夫 ・森脇 喜 一
(極 地研)
2昭 和基地 周辺海二域の海況 につ いて ……… 若 土 正 暁
(北 大 ・低温研)
3,海 氷の光学 的性質 一 海氷下の照度(1)… 青 田 昌秋 ・石川 正雄
(北 大低温 ・流氷研)
海氷 に接 した海域 の生物
4.海 氷縁周辺の海洋環 境 菱 田 昌 孝
(水 路部)
5.浮 氷域 の クロロフィル分布 冨 永 裕 之
(名 大 ・水圏科研)
6.海 氷縁辺域 の水温構造 とオキアミの分 布 … 奈 須 敬 二
(遠 洋水研)
海氷 中並び に海 氷下の生 物
7.海 氷中の微細藻類 高 橋 永 治
(神 戸大 ・理)
&昭 和基地 周辺におけるice　algaeの 分 布 … 星 合 孝 男
(極 地研)
9.昭 和基地 周辺 の海氷下に見出 され る …… 谷 村 篤
1尭脚類(極 地研)
10.定 着 氷縁におけ る 福 地 光 男
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要 旨 皿型.南 極冬季水 の鉛直方向にお1ナ
現在.日 本のオキアミ漁業の対象となって る規摸がノハきレ、。
いる海域は インド三羊セ7ワ ーを主と した約 フk温躍層の深度1930～70mに あ り、概 して、
S5"E-一一18ぴである.オ キアミ操菊 ユ、概 して 鄭 轄 りの水温鉛 直本刷 型の1醸 でほ、深
ll月 中巨1パッワアイス縁域において開始され、くなる傾向が認めら蒔した.
パッワアイス域 の南下にともない、オキアミ 等温線 のフk平分痒〉ぽ顕著な蛇行現象左呈し、
漁 場(以 下漁場と略ずる)も 南 下する。/2月 き らに、小規裡な孤 立低温域および高温 域が
下旬頃 になると、漁場ほパ ッワアイスの・全く 本寺徴 とな.て いる。これらの水温論肺 か う想
分布 してい包巳海域に壱形成 され ている。 定さ由る」 うに、同海域 の流動 ぼ、渦動をと
そ して、漁場tgva氷 の環境 条件から、次の もなう蛇行が認 あらふてレ'る(kh扁t∫a
3つ に大別さ取る。 ノ976)。
① 邊 氷の全 く分布 していない海域 過 去の調査結果によ淑ば、:[ン ダニビーラ
② 海氷周辺海域 ンド沖 でほll目 下旬に、60°s付近 のパ。7ア
③ 定 着氷に接続 し7こ海氷縁 海域4ズ 縁辺に、漁獲対 象となるSWαrm状 のラ1キ
これら海氷環境0>① および②で口、漁場位 ア ミ群が分布 している。そして、バッ7ア イ
置の年変動 が大きいが、③の漁場でほ小 さい。ス融 解にともない、圭漁場ぽ高緯度域 へ移 り、
③の典型的な例 とLて 、エンダービーラン人'/月 にIJ65e45ノ∫～66es4t/Eltのパ、ソ7ア イズ
沖 があげ ら4《、圓海域 で(9i974i#ノ2月に漁場 縁辺に形成 されている。この高緯度域 で漁獲
ク瀾 発杁なされた.そ れ以降 、毎年漁船ヵ燥 対 象とな.て いる群 の構成 」、主 とじて層状
業 を実施 してお り、漁場 の位置、三漁獲量とも を呈してお り、ll目 下旬に6ぴSl寸近 で漁獲対
に、・もっとも安定 した海域とな.て いる。 象とな.た 群の形状 とは、概 とて異な.て い
そこで 同海域 の遍 ラκ縁辺域 こおける水温 る。
構造 を把 握すべく、、1975/%年 およびf976/こ 中らの漁場は、少なくともig77/78年 度
77年 にXBT観 測 を実施 した(tl図 参照)。 までσ)デー 9に よ車ばsぼ ぼパッ7ア イス縁
調査海域 の深 さ40伽 似 浅(鶴 沼ll深度が460辺 に分布 してレ、る。～Z漁場位置の年変動ほ、
Wt)'一に,おワるフk温の鉛 直分布は、南 極表層 と 例 之ばの浬以 下のようなスケー1しでみ た場合薬層暖
7}三に大別(*る 。南極表・A#7kig.夏 季 にほ認めら承ているηミ、例 之ば エンダービ_
(ill9表層 の加熱 にS.1?、調 査遷域でiEX表面か ランド沖 とL,う ようなスケー1レでみた場合 こ
らほぼ30～7り微付近 まで均 一層 となってお り、は、認められないようである。したがって、
その下層に南極冬季7kほ 深層暖7}(の湧昇露見象 定着氷 に接続 したパッ・フアイズ縁 辺におワる
にも凝 し、その厚さが大きい場合と小さい,魚 場位置σ)年変動 ユ小さいようである。
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10・との雌 爾 ・締U・.購{・)Kdy'F・湖 ・榊 施 ・4・o弓・・,-12-5し ・2・・t`/i`'i・)・
,K90鴫 ・3鴫 吋a5妨 ロ瓶2本 謡0囎 ・;20,3噛 ・60て"あ ・T・12--1
恥 丁本(殖 うi・GA固 足 、ホvマi!ンk{よNi・zs・h… 　 p・ 一・p・の2種 が'97%
固 定 乞 し、杷 の1本 は生 の ま ・特1帰 り、Y38を 占めtc。t2-2～5で もこの2稜 が俸 ちし
航 しノト顧 矛紅 残 ・∫時 の ま輔 麟{・ †・.麟 翫3椥 ・ラkL7Fiの峡 部 畷 熾 現
イ締 しτ・.鋤 ヂ ランハ ン・綿 噛 ・魏 数 旅 しT・b・.6tZ穐 国2-1峨 大 ぞあ ・r・・
17,j6ノ因測定のア護り約1元 の弛 遍あtナ焚 とぜ、氷 の12-1・v5各 部 の出現種数'利 も一6,
底 噛 醐 分 梛 興 亡.水 脚 よ蹴 日紳 陵 紀 τ・・厨 約鋤 のサ ・マ湖 の継 の
驕鑛轡等棘駿鷺蕊 豊鷺ll鯉難霧議縫躍 繋ζ羅蕪
(1糊):着 色層h・ 一30tv-70cm,クP・7イ繊 脚 ラ多一 顕 微 †ば 適 時検 多彪に倍 しエ。
結 累の記 述声 厭.氷 柱{・ 乞れ それ番 号b,1レ ーa量 の最 大 が 一35～-55em:と 深 度{・ おu
ラKMa　 5　$v分 〔・同 軸 ら1～5の ノ香 多 謝 ・
12・一1〔>K抑 噛 彦P)(2-5(1附12轍




冷・廿 う52種 類(未 同 定種 乞含 む)が ン喰 出 く政
r=.珪 繍2bヒ 聴 ・無 色 ・舞 礁cm)茱 萸
■
て〔び づ 紅 ボ とも鰍 寿 いミとゼある・
4・)日本来航窪手重、珍輪 重,末 同定ネ隻
サ・醐 醐 料〃・う、　Paraphy・・…　a・k・ ・
昧 縫 罐 蜘 帷 の紬 種妹 ち瞬 の報
も馳)の 鱗 片が鵬 ぐ昧.そ れ ラの形態
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行 。t;。 採 集点 の深 度tagZ・,・tで'th。　fa　t、t-・採 …t…d・,…y・har七 ・'・「vae
集 霧 噺 明 で あ ゐ.全 ての繰 目S口 触 ・・p・p・d・・ApP・nd・cu・ar・ ・ で 鋪 が',飾 物
cm(菖 合iooメ り のネ ッ トを使 用 した 。
得 ろ;kた 種 本 は,各 々の麟 の量 師 も・σ て ス を 含 走続 脚 額 であb・ 出現 ん だ穣 脚 類1さ
全 種 奉 拝1鵠 の サ ブサ ン プ ル1二 つ ・・て 、動 ・・en・・a・・nuss・ ・
物7° ラ ン クDの 同 鶴 †灘 荷 電 ・・、才 〉ゲParal・bid・cera　 ・n七arc七i・a,°i・h・na・im・ ・i・
1し海 峡 でa6ntた119E.Pt.の 酬 な2種 本99・f・'・'d・,°ncaea・urv・七・,…p…i…d・
tlpt・ ・p・p。・・n・・p・i・・でlht)謹 繊 は種除 い て〈全〉て㎡ 当 りのf固 イ轍1二 換 算 した 。
2E,北 噸 戸で は,197(MiFgA6日1=,め禅 純 識 ゐ・ しe'も ・表1i・ ポ す榛 に
・rem…　 mu・　b…　 hrev・ ・k・噸'4f嚇 ・左 鰍1aA・4aatpmthteノ ー7° リウ ス鰍 く ヒ大
直 下 力・う1繰 し 、そ の う ち5個 体t・ つ ・・て 、 書 分13°'th・ …'m'"・ と ゜ncaeacurv…
そ の 胃内 忽 物 申 の柔 箔イヒのbσ)の 同定 ・計 数 で 占 あ ゐ 。一六,1o月 ・匂2月 仁 び け ての各 動
矯 の 出 現個 瞳9勧 て悔 … しか し 、老 行 。セ 。
ら,マ 寂応・す る といウ 一般 抑 頃危1があてta3b。
牽冒ろKl三多 辱重鴻7° ラ ンク ト〉ノ詳1♂,
OS七raCOαaノ





タノ月 ～4fi　 l二な全 く見 日出・エれ なかデ た
CalanOida　 4)　 Stephus　 longlpes








め 、一年変動 表 ユ.4ω 頽 戸に'お・ける擁
玄考慮 しr}'脚 額 の出現 個体救
け4Lば な ら
ないが、ここで ぱ一応単組 ・!Rへ4Aの 複 姓耀D
舷 と一連 のあろものとみ な峰 節 変動 と考
kる こヒtし た 。flic,!%7年 ρβのオニゲ
ノ海 峡 で得 ら妊 榔 癩 罐 鍼 之見ると,
旦…n・ ・p・・の出瑚4轍 は少恥 ・も のの.
旦・…arc・'・a/61[、 943%9占 晴 も優 古し
て 、、b。 冬 期 二は,・ ・th・na,・・caeaの 停 占
筋 群 が擁 呵 るら し(,次 で述 べる
・rema・・mu・一 幼 魚の 酔1魂 見
♪～れ て い ゐ 。
??? ???。 ???? ?? ? ?
























福 地 光 男
(国立極噸 究所)
はじめに、 し.層 別採集 左育,た.(叉 下、プロ乍ラネ フ
南極大Fidime)Q.は周年海氷 に覆め出るたM卜Z仮 称33)。
海氷域 における海洋空胞調 査は.は 鳶はたお
く吼て05ヒ 言える.日 本 南極地銭鯉 豚"結 果亙が考察.
ふじ"に8ヨ 南極 ・昭和墓地 へ(i遡資輸断Stn.Aに 訴け5ネ 課 は32舳 であ り,
りユ ツオ ホル4湾 、丈齢 面上昆着ス嘆 にて 対 室料 面上 に位 置した。空語米の障 む ま85
動物 アラシク トし・手練 左行t1.海 氷下動VJア 　Cmで あ)た.?K5Sは 画業下端 かS海 着まで
ラこ/クト(ノfS)・i!f・(ここ)(1て若 〒(ハ矢D見を得 た。(5ぼ 一1、6°Cで 一定.ごあ)7t;N.塩4らは釆
度とヒtに 徐々に唇φ白し友.ig料
亙if才芸 穆木市 ンアネツ十に弍3層 別樟集は.19
動笥 アラシク トシ採 集点 は.図1に 示 した79-t-2m4G.09:・to～1午 こ22の 向 に∫ア
南極 リュ ツオホル4ラ含.定 着氷域 ビ慮 ・た。)た 。暮 景 ご畝.7こ動抱プラ ンクト1ン徒ヨ体散 杖
Stns.工,五,皿 は一、/97741月li日 へ500」2当 り2{個体(1,65m雇})O-S566
27臼 の期 間フ1螺50mガ5{表 面3e'峰 ・麟(o(nre層)嘩 困にあ り1500nLec"庭草採集 芝r
アフた観測虚ご抗ワ そ の霜罰 こ 将 集定限たオキアミ幼体/個 体を除 け停ぢべ'
フ〔に は ・但784秩 ・湧昇学A4に て癖5て 麟 麺 であ7た ・榜脚頚の垂直笏千 を図2
した 。　Stn.1に 市Uて は.197(件2月1 に示 したが,海 氷下Oonし&び15伽 にpg〈
日へ16日 の期 向,水 深150mかS寅 面3出 現 し.1、6ちmXYRに は ほてんと出現 しな
ごの ノルパ ック・宇ット・垂直美!拝集 、亡≦ に、 か,7乏。
穆木 「にンプに寺3オ 黄ヤ、モ ータ ーに ア0/° フ℃ ギラネッ十にS5Pt集 ほ河田i4-:30～
うを取 り向 けた装置 により.勤)K下 動哲 アラ15:3S① 向しδ)た 。採集tれ た着b麹アラシ・
シ外 ンの層 別嫉 左 武 嫉.ク トンは断 て桟鵬 τあり`他 機 杉アラ
掲フKホ゜ンアに」る動物 アランクトン層 別抹 ンワトン群 はイ全く出現 しi56N.た 。　5tsma当
集 は.内f圭20m撤(bA'イ アを璃>K下,　Ocm,り の欄 固#2ζ(a.26・ 個体(2.5m唇)て)、
15(/M,25α ル,5「0σY礼、1.65m,4,155∠ ト2、1箇休(0㎝v暑)の 範 囲にあ,た 。垂
m,6・6Sr・'ta・U・""8・|5竹 ・のAe計8層{こ 直6Ptt図2.に示 したか∴ 楊煉 シ7°ネット
設 置 し.穆 フkポンアによウ名深度より名Q 採集 によ3結 果 と周縁」c居 丈ノ出現唇{コ勃米
500丑 の潮 ⊂を蕩)K上 に糊 輝 け.氷 上 ご 下0仇 しであった。25伽 層貝塚では銀現価
尽台O・Rmynの アランク トン子・ン トζテ遁 辞数が嬉涙 に藏ケ した.
し・勤勉アラ ンク 卜し/左採集する万法て'あ・ 褐木ボ シフ゜ネ ットKるバア04・ラネ ット暮果
た(以 下.ギ鉢 市 シア・ネ・ソトと仮称 す;)。 勃勃プランク トン のほとんこすべては賛同擬
毛うつat5-zは 醸20伽,　 fft　60Cnve　{てよ,z占 め5峡 そ馳 橋 脚 勧 脱 離
の塩化 ビ二一)し醍 円筒内盲Flこ,ア口叩ラ芝取 卯,勤 勉ア ランク トン#泄fレ ッ ト様 の毛パ
リ付けたモータ ー差置 ミ乞.プ 口A'ラ2]回 ヲこ が趨暖LしF-0". これ5も また蕗本直下層 にタ
織豊闘綴蓋1膿1錆瀧1鮭鱒躍纏
る.蕩)K下Opm、25(]ttryv,50(爪,1、O
m,2.51・v'1.,15.Om,9.5yrv、&ひ・}O、O吉 由 り に.
m(n合 計8膏 に.こ6"s摘 果 産 直 左5冷 肉設 置 今 回.定 蓬i水 域 に市t}て 塾む惚 プラ ン つ トン
一18 一
/ク
(D層別拷集芝試み.興味深O綱 得S磁 た。今回行,た2)の 拷集方法は寺だ試作の圏琶
ごあ5が 今紅 娘 鍾b.海 綱 莇 け鋼 桁)ン 外 ン①定量醐 髄 市 残 てあ5・
図1.動 物 ア ラシ
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